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思いつきを確信にする

思いつきで経営をすると、価値が低い仕事や根本的に間違った仕事を全
|

員ですることになるので、経営効率は悪くなり、業績も悪くなる。

社長A曰く、「今までだいたい思いつきで『これ行けるかも』と思つて、手を出

していた。それがたまたま上手く行つて、それが基本になつてしまう。あなが

ち正解のような気がする。思いつきの経営で上手く行つても、その後、経営が

立ち行かなくなる。それは、経営者として学びが少ないのかな。経営を勉強

していくと、思いつきが確信になる。ただの思いつきでやると、原理原則から

逸脱すると失敗することが解つてきた。痛い目に合うとよくわかる。思いつきが

ルール通りかどうか、合致すると確信になる」。

新商品や新事業を考えるとき、社長の性格と過去の経験に合っているもの

を選ぶ (社長が好きなもの)。 もし儲けたいという
「欲の深さ」だけで決めてしま

うと必ず失敗する。

飲食店のB社長曰く、「飲食店は現金商売。少し良くなると現金が溜まって

くる。業界では、経営を勉強する人は少ない。簡単に調子に乗る。ある社長

はハワイ(海外 )|こレストランを出した。1億円ほど投資したが赤字で2年後撤

退。そんなの原理原則から逸脱しているわけだから当初から失敗することは

解っていた。『儲けたい』という欲の強さはあるが、『儲かる』ために何をする
ベ

きかが抜けている。『儲かる』プロセスの一つに戦略がある。そこを外している。

経営を勉強していなぃ社長と話しても、言葉が通じない。戦略が解っていな

いし、自分は特別だと思っている」。

建設業のC社長曰く、「もう30年以上同じ仕事をしている。経営を勉強して

いないと、もうこんなもんだと諦めてしまう。勉強のお陰で、細分化してみると

他社が気づいていない分野がある。そこで一番をとると利益性がグンと良くな

る事が解る。まだまだ伸び代があることに気づかされる」。

「思いつき」の意味には二つある。工夫・着想。またはいいかげんな考え
。気

まぐれ。確信にするには、経営を学ぶこと。
「学びてときにこれを習う。またよ

ろこばしからずや」
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山川の歴史の教科書は毎年日本史
。世界史合わせて90万部ほど売れる。

累計で5000万部。とんでもないロングセラー。高校教科書のシェアは、日

本史70%、 世界史60%、 進学校に限定すると90%。

毎年続けているのは、全国の高校訪問。社長自ら春に400校、秋に150校

訪問。先生方は年に1度の訪間を歓迎してくれる。

1965年、教科書広域採択制度により、市町村ごとに小中学校が同じ教科

書を使うことになり、教育委員会などが決定権を持つようになつた。大手

出版会社の接待攻勢が始まつた。
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ンバーワンになれば生き残れる。それが経営の道だつた。

帝国データバンク調べ、1人当たりの純利益は130万円。出版業は40万円。

平均の3倍以上。ここでも小規模 1位主義、部分1位主義o垂 t́X唸

儲けようという思考に走ると

儲かることはけつして悪いことではありません。

ただ、 「儲けよう」という気持ちが入ると、よくないのです。

儲けようと思うと、ぜんぶ壊れていきます。

「儲けようJ というのは、

何とかして高く売つて利幅をとろうということで、

それは奪うことなのです。奪い尽くせば、

やがて奪うものはなくなつてしまいます。

「儲けよう」という思考だけでいくと、そこには貢献がなく、

いつか倒産します。

「儲けようJではなく、「人の役に立とうJと いう仕事は、

倒産しないのです。
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